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○令和 7 年 4 月役員会 
日時：4月 12 日（土）10:00～12:00 
場所：市民センター 

○新入会員 
滝谷 庄吾さん   （平成 12年 社会科学部卒）   東村山市多摩湖町 
田辺 茂雄さん   （平成 11年 理工研修了）    東村山市栄町 

○令和 6 年度同好会等への補助金について 
令和 6年度予算で承認された補助金 5,000 円を各同好会・多摩湖町ワイワイおしゃべり会・秋津悠遊会の世話人

の方に、今月お渡しします。有意義にご活用ください。 

今年の「お花見」は３月２９日（土）「狭山公園・風の広場」で開催いたします 

 

日 時  3 月 29 日（土） 11:30～14:00 
悪天候の場合は、翌日 3月 30 日（日）に延期（3 月 30 日も悪天候の場合は中止） 

場 所  「都立狭山公園・風の広場」  多摩湖堤防の下・風の広場「Ｗ」旗が目印 
西武線「多摩湖駅 南口」から徒歩約 4分の公園正門を入ってすぐ 

会 費  1,500 円（飲食代に使わせていただきます）差し入れ大歓迎！ ご家族は「無料」です。 

申込期限 3月 22日（土）までに、「お問い合わせフォーム」から小野(浩)までお願いいたします。 
その他 
・開催可否は当日8時、幹事が決定します。悪天候の場合、お問い合わせは、小野(浩)までお願いいたします。 
・お座りいただくシートは幹事も数枚用意いたしますが、各自ピクニックシートをご持参お願いいたします。 
・ごみはごみ袋を各人にお配りいたしますので、それぞれお持ち帰りにご協力ください。 
・（飲酒される方は）自転車での参加はお控えください。             （山森 貴司 記） 

年に一度の野外イベント「お花見会」に皆様が集い、
楽しみましょう！ 
いつも参加頂いている会員の方はもちろん、 
〇普段なかなか行事に来られない会員の皆様 
〇会員の奥様・ご家族の皆様 
ぜひご参加ください。 
花むしろに腰掛け、青空と桜のコントラストを味わ
いましょう！   令和７年・お花見会幹事一同 
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第 123回市民雑学講座のご案内 

演題：江戸吉原と蔦屋重三郎 

講 師：田中圭子氏  東京芸術大学美術館助教 
日 時：4月 19日（土）14:00～16:00 
会 場：サンパルネ･コンベンションホール（東村山駅西口 ワンズタワー2F） 

NHK大河ドラマ「べらぼう」をお楽しみでしょう。講師は朝日カルチャーセンターで 2月に講座「江戸吉
原の文化、蔦重のメディア戦略」を担当されました。今回はその講座の縮小版をご講演頂きます。 

「吉原に行って破産する者は多くいるが、吉原から起業して江戸の大商人になった者は滅多にいない」と
評された蔦屋重三郎。幕府公認の遊郭吉原に生まれ育った彼は、そこで培った人脈を活かした出版活動を
通じて江戸市中に吉原の魅力を発信し、時代の風雲児となります。そんな彼が身を置いた吉原とはどんな
場所だったのでしょうか。蔦屋重三郎がプロデュースした喜多川歌麿や山東京伝らの作品を鑑賞しなが
ら、独自の格式や四季の行事、遊女たちのくらしや最先端のファッションなど、虚構に彩られた吉原の世
界をのぞいてみましょう。本講座に参加すれば当時の実情への理解が深まり大河ドラマがますます面白
くなります。 

田中圭子講師の紹介。2003年 Stool of Oriental & African Studies, University of London 修士課程、2008
年立命館大学大学院先端総合学術研究科博士課程。専門は近代日本美術史。東京芸術大学
美術館学芸研究員、京都造形芸術大学講師、東京都教育庁学芸員を経て現職。『花街と芸
妓』(誠文堂新光社)、『うらめし絵』(誠文堂新光社)、『日本髪大全』(誠文堂新光社)等。 

申込は、「お問い合わせフォーム」から黒田まで、4月 14日(月)18:00までにお願いします。応募をお待
ちしております。                             （黒田 祐司 記） 

お誕生会のお知らせ（1 月～4 月生まれの方） 

令和 7 年第 1 回お誕生会（1 月～4 月生まれの方対象）を開催いたします。お誕生者の皆様、是非ご参加く
ださい。お祝い者の方のご参加もお待ちしております。皆様で、元気にお誕生日を迎えられた喜びを分かち合
いながら、お祝いし交流してください。 

・日 時 ： 4月 12 日（土）13:00～15:00 
（受付 12:30 から） 

・場 所 ： 隠厨（いんちゅう）中国菜館 
久米川駅南口から徒歩 5分 
 

お誕生者には、ご出席確認メールまたは、はがきでご連絡 
致します。お問い合わせ、ご連絡は、「お問い合わせ 
フォーム」から、小野浩一までお願い致します。 

お誕生者の方々（敬称略） 
1 月生まれの方 （16 名） 

青木 宏至、大曽根 文男、岡村 忠彦、小野 智、菊田 哲、喜多村 樹美男、黒田 祐司、 
河野 憲一、小林 俊治、佐久間 卓、迫田 実、澤村 信義、高木 学、中島 章隆、堀田 秀夫、 
町田 光髙 

2 月生まれの方 （16 名） 
大坂 泰雅、岡田 一郎、小川 直稔、尾島 敏雄、鴨田 仁、崎山 裕子、副島 健、髙橋 正夫、 
田島 隆夫、田辺 茂雄、原田 道昭、樋地 正秀、廣田 佳郎、福田 晃、宮元 祥吏、山口 修史 

3 月生まれの方 （12 名） 
井垣 和太、遠藤 誠、大森 平八郎、岡部 幹郎、紅松 容子、肥沼 恒夫、関 一誠、高柳 剛、 
田代 光一、山崎 光夫、湯淺 英司、吉原 宗孝 

4 月生まれの方 （18 名） 
石井 久長、金城 寛文、川口 雅史、小菅 宏、小林 裕子、重久 和彦、髙橋 文子、 
武井 勇治、千葉 直人、當間 昭治、富澤 文雄、羽倉 明彦、堀江 泰夫、森川 節子、 
八木 勝利、山本 岩男、吉澤 勇、吉髙 太郎 

（滝川 桜子 記） 

幹事： 小野 浩一   
滝川 桜子・紅松 容子 
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２０２５年旅行会のご案内 

今年の旅行会は群馬県を中心に計画しました。昨年は諏訪地方で縄文時代の国宝土偶などの見学をしまし

たが、今年はその後の弥生時代、古墳時代に栄えた群馬県を訪れたいと思います。弥生時代に大陸から稲作が

伝わり、肥沃な土地と豊かな水に恵まれた群馬は、利根川とその支流に遡上する大量の鮭にも恵まれ、豊かな

地域となりました。富を蓄えた豪族が多くの労働力を費やして巨大な古墳を作り、豪華な副葬品と埴輪を伴う

古墳の数は東日本随一で、群馬県にはかつて 1万 3000基以上の古墳があったと言われています。今回は 100m

近くの 3つの墳丘長さの大型古墳のある「保渡田（ほとだ）古墳群」と隣接する「かみつけの里博物館」を 2

日目に見学する予定です。 

このほか 1日目は廃線となった旧信越本線の「碓氷峠・めがね橋」、明治 5年フランスの技術を導入した日

本初の本格的な機械製糸工場で初期の建造物群が国宝および重要文化財に指定されている「世界遺産・富岡製

糸場」、2日目は妙義山信仰の中心で近年はたびたび NHK大河ドラマのロケ地にもなった「妙義神社」、群馬の

迎賓館として地元有志の協力と募金で建てられた国の重要文化財にも指定されている「臨江閣（りんこうか

く）」などの見学を計画しています。 

宿は温泉マーク発祥の地として、また日本昔話「舌切り雀」でも有名な「磯部温泉」にてゆっくりとご歓談、

会員相互の親交を深めていただきたいと思います。 

諸物価の値上がりに加えて、ホテルの人出不足やバスのドライバー不足など旅行業界が大きく変わっている

中で、皆さんの参加しやすい費用にと努力いたしましたので、多くの方々の参加を是非お願いいたします。 

記 

１．催行日：5月 13日（火）～14日（水） 

２．参加費：男性 35,000円、女性 33,000円 

３．主な行程： 

[1日目] 5月 13日（火）東村山駅東口 7:45集合、8:00出発 

東村山駅東口 → 所沢 IC（関越道・上信越道）松井田妙義 IC → 碓氷峠・めがね橋（見学）→ 

峠の釜めし・おぎのや（昼食）→ 松井田妙義 IC(上信越道)富岡 IC → 

世界遺産・富岡製糸場（見学）→こんにゃくパーク（買い物）→ 

磯部温泉・ホテル磯部ガーデン 16:30頃 

[2日目] 5月 14日（水）  

ホテル 9:00 → 妙義神社(参拝) → 松井田妙義 IC（上信越道）前橋 IC → 

臨江閣（りんこうかく）（群馬の迎賓館）見学 → 食事つかさ（昼食）→ 

かみつけの里博物館＆保渡田（ほとだ）古墳群（八幡塚古墳・二子山古墳）見学 → 

前橋 IC（関越道）所沢 IC → 東村山駅東口 18:00頃 

４．バス会社：総合観光バス（株）（瑞穂町）、小型サロンバス 

５．参加者募集： 

4月 14日（月）までに上記世話人までご連絡ください。皆様奮ってのご参加をお待ちしております。 

★東村山稲門会ＨＰにて、今回の訪問先の紹介を順次掲載して参ります。    (吉田 勝 記・写真) 

碓氷峠めがね橋      富岡製糸場       妙義神社、      保渡田古墳群 

世話人：加藤正俊  
吉田 勝  
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「令和 7年 新年を祝う会」開催報告 
１月 20日、前大統領ドナルド・トランプ氏が、第 47代大統領に就任し、これから世界はどうなっていくのかわ

かりません。また、日本は「昭和 100年」、あるいは「戦後 80年」と時代の節目とも言われています。 
そうしたなか、1月 13日秩父宮ラグビー場で全国大学選手権決勝が行われました。残念ながら、早稲田は帝京大

に 33－15で敗れ、5大会ぶり歴代最多 17度目の頂点に届きませんでした。 
しかし、野球･駅伝そしてラグビー等々、今の早稲田スポーツは健闘しています。今年は大いに期待できます。 
「令和 7年 新年を祝う会」は「早稲田スポーツ」のレポーターである守屋幸一郎さんのスピーチと乾杯発声で

開宴されました。 
昨年は 13名の新会員を迎えましたが、3名の方（小林昇さん・廣田佳郎

さん・安井慶治郎さん）から新春の抱負が述べられました。さらに今年の
「新年を祝う会」の花として早稲田大学交響楽団（弦楽四重奏）をお招き
し、豊かな気持ちと元気をいただきました。演奏演目は次の通りです。 

1部 
①モーツアルト：アイネクライネナハトムジークより第 1楽章 
②モーツアルト：弦楽四重奏第 17番「狩」より第 1楽章 
③ボロディン：弦楽四重奏 2番より 1楽章 

2部 
➀見上げてごらん夜の星を、②星に願いを、③ホールニューワールド、 
④リベルタンゴ、⑤早稲田の栄光、⑥早稲田大学校歌 

恒例となっていた小久保清さんの新春講話「今年を占う」は、前日に自宅近くでの転倒負傷で入院され、講話を
直に拝聴できなくなりました。そのかわり岡田一郎副会長が新春講話の原稿を代読されました。 

新春講話「今年を占う」 
➀ウクライナ・ロシア間の戦争は本年中に終結するか？ 

占断＝本年度中に他国の仲介によって終結する。 
②株価（日経平均）は、今年も依然として高水準を推移するか？ 

占断＝株価は今年も高水準を推移する。 
③7 月の参議院選挙に自民党・連立野党は過半数を獲得で

きるか？ 
占断：過半数を獲得するには遠く及ばない。石破内閣
存続の危機。 

④南海トラフ・首都圏直下地震の発生の可能性があるか？ 
占断：最悪の事態が想定されるのでそれなりの準備は
怠ってはならない。 

⑤藤井聡汰 7冠は 8冠奪回なるか？ 
占断：8冠奪回はできない。7冠を保持することも難しいかも。 

⑥大関琴桜は年内に横綱昇進が実現するか？ 
占断：順調に星を重ね横綱に昇進する。 

新春記念集合写真の撮影前に、音楽同好会のリード伴奏で「年の初め」と「故郷」を楽しく歌いました。 
最後に、新しく事務局長になられた小森敏孝さんの指揮で「東村山稲門会の歌」と「早稲田大学校歌」をみんな

で斉唱して閉会しました。 
なお、今年も「園芸の会」、「書道同好会」、「俳句同好会」から活動事例が展示されました。俳句同好会からは 

短冊に書かれた 8 人の会員のそれぞれ 2 句の俳句が展示されました。 
・年玉に添へ新刊の文庫本        ・ゆるぎなき衛士の敬礼初あした   一平 
・電車発車鍵は締めたか初詣       ・西に富士多摩湖の堰の初日の出   柿黒 
・廃線の噂絶えぬ地雷五尺        ・雪掻いて移動スーパー来るを待つ  泰山 
・星を見る世界の平和冬至かな      ・沈丁花青春遠くなりにけり      梟 
・ツィゴイネルワイゼン寒波来たりけり  ・腹筋で吊革つかむ初仕事       ねここ 
・鍋雑炊飯粒踊りまた一献        ・年新た胸の松明消さずあり     豆乳 
・初風呂やタイルの富士に浪花節     ・初売りや摩利支天下二木の菓子   鶴来 
・野火止のかすかな流れ落ち葉道     ・冬紅葉墓参の人とすれ違い      野火児 

参加者(敬称略) 54 名 
青山 稔、阿部 茂、石井 久長、市川 彰彦、市川 暢男、一色 泰久、伊藤 栄、井原 徹、伊吹 史郎、 
大内 一男、大森 平八郎、岡田 一郎、尾島 敏雄、小野 浩一、加藤 正俊、上町 弓子、工藤 崇士、 
紅松 容子、黒田 祐司、小林 昇、小林 裕子、小森 敏孝、崎山 裕子、佐久間 卓、鈴川 順子、 
髙橋 文子、髙橋 正夫、滝川 桜子、滝来 洋二、田口 政澄、田島 隆夫、田代 光一、田邉 正史、 
當間 昭治、戸田 志郎、富澤 文雄、中沢 義則、中島 章隆、中村 亨、羽倉 明彦、馬場 可修、 
平井 康雄、廣田 佳郎、藤井 省、堀田 秀夫、堀江 泰夫、真泉 順一、町田 光髙、三宅 良太、 
宮元 祥史、守屋 幸一郎、安井 慶治郎、安田 忠治、山森 貴司  （戸田 志郎 記、佐久間 卓 写真） 
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2 月 8 日（土）役員会の概要報告 

１．行事関係 

①市民雑学講座（4 月 19 日（土）予定） 

・演題は、NHK 大河ドラマ『べらぼう』関連で「江戸吉原と蔦屋重三郎」。講師は、田中圭子先生（東京藝術大

学 大学美術館 助教）。 

②お花見会（3月 29 日（土）予定） 

・会場：狭山公園の風の広場。会費：1,500 円（昨年より 500円値上げ）。 

③旅行会（5 月 13 日（火）～14日（水）予定） 

・群馬に行き古墳、富岡製糸場を訪問。宿泊は磯部温泉。 

・参加費：男性 35,000 円、女性 33,000 円。目標は 20名の勧誘。 

④新年を祝う会（1 月 25 日（土）実施済） 

・54 名の参加で無事終了。ケータリング料理が少し足りなかったとの意見あり。 

・（本イベントに直接関係ないが）コロナ禍で増大した繰越金の使い方について議論。継続審議となる。 

-例会開催報告 - 

 

＜１月下旬～２月中旬の活動＞  

1 月 20 日（月）：大寒にも拘わらず春を思わす陽気。紅一点の定方さんが 2 勝 1引分け
の大活躍。1 月 26 日（日）：1月最後の例会、日曜でもあり 13 名も参加。コートを 2 時
間しか確保できず、不満そうなメンバーも。2 月 1 日（土）：山口（修）さん 6 戦 4 勝、
吉田勝さん 5戦 3 勝の好成績。郷土力士・羽出山が野口町の「大善院」での節分会の豆
まきに参加することが話題になった。2 月 3 日（月）：4月分コート抽選結果は目標の 8
日には届かず、4月例会開催予定日数は 6 日になった。テニス市民大会が毎土日にあ
り、抽選倍率が高かったためと思われる。2 月 7 日（金）：定方さんが 3 勝 0敗 1 分の大
ブレーク。2 月 12 日（水）：気温は低かったが風がなく気持ちよくプレーできた。入試
時期でもあり子供や孫の進学状況が話題となった。 
『早稲田が慶応を凌駕！早稲田の入試が大激変…  
受験生減少いとわず数学必須化＜巨大リスク背負った結果＞』  
という Web 記事も話題に。 

 

 

 

 

 

 

＜例会参加者一覧表＞ 

 

 

 

 

 

 

 

世話人：吉田 劭文  

例会は 9時から 4時間が原則 

1月実績 
開催回数 総参加者 開催時間 1 回当り参加者 

７回 66 人 9.4 人 25 時間 

試合は全てダブルス戦 

1/2０ ３H ５人 定方・富澤・野村・吉田（劭）・𠮷𠮷田勝 
開催日 時間 人数 参加者名（五十音順・敬称略） 

1/26 

２H 

13 人 石塚・黒田・定方・滝来（京）・田島・千葉・當間・富澤・中村（幸）夫妻・野村・吉田（劭）・吉田勝 
2/  1 ３H  9 人 高栁・定方・千葉・中村（幸）夫妻・野村・山口（修）・吉田（劭）・吉田勝 
2/  3 4H 7 人 定方・田島・野村・平井・山口（修）・吉田（劭）・吉田勝 
2/  7 4H 9 人 黒田・定方・田島・千葉・當間・野村・山口（修）・吉田（劭）・吉原 

2/12 4H 9 人 黒田・定方・田島・富澤・野村・安井・山口（修）・吉田（劭）・吉田勝 

― 前 川 公 園 コ ー ト 人 工 芝 改 修 と 照 明 の LED 化 に 約 1 億 の 予 算 ―  

前川公園テニスコートのＤ面とＥ面を現状のクレーコートからオムニコートに変更し、Ｂ面とＣ面は人工芝を
張り替えることになり、（A面を含む）5面全てが全天候型コートになる。テニス愛好家の強い希望がかなえら
れ、前日当日の雨を恐れることなくプレーに専念できる。予算額は 9,995万 1千円。 
                                    (高柳剛 東村山市地域創生部長及び市報 2月号の情報) 

トピックス 

＜大善院の羽出山関＞ 
（中村（幸） 写真） 
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3 月になると木々が一斉に芽吹き花の季節を迎えます。花の中でも格別早春のまば

ゆさを感じさせるのが辛夷の花です。数年前、息子が婚約者を家に連れて来たのも辛

夷の花が満開の頃でした。白濱一羊に「青空の喝采のごと辛夷咲く」という句があり

ますが、まさにそのような心持ちだったのを今でも思い出します。 

さて、今回ご紹介するのは 12 月の平林寺吟行で詠まれ、最高得点となった中沢豆乳さんの一句です。 

くるくるとドガの踊り子紅葉散る      豆乳 

野火児特選評「純白のチュチュを纏った踊り子の躍動感と紅葉が舞い散るさまが渾然一体となり美の極致」 

 次回の第 139 回稲酔句会は 4 月 24 日（木）を予定しています。（場所は東村山社会福祉センター） 

俳句に興味、ご関心のある方は副島（そえじま）までご連絡ください。 

（副島 鶴来 記） 

世話人：黒田 祐司 
副島 健  
中沢 義則 

2 月 5 日（水）12:30 より社会福祉センターにて例会を開催しました。今回は参加者 5 名

と低調でした。しかし、大坂泰雄氏（昭和 55 年教育卒）が新規入会しました。早速堀田六

段と対局し、初段と認定されました。今後が大いに楽しみです。＊参加者 5 名（敬称略）：

青木（淳）、一色、大坂、杉本、堀田。 

次回例会：3 月 4 日（火）12:30～16:30 社会福祉センター第 1 会議室 

4 月 3 日（木）12:30～16:30 社会福祉センター第 1 会議室 

今回は「私と囲碁」と題して会員の堀田秀夫氏（昭和 39 年文卒）を紹介します。「中国では囲碁は 2 千年

以上前から打ち継がれ、奈良時代に我が国に伝わりました。麻雀と違って、白黒一手ずつ交互に打って勝敗

が決まるのですから、智力が試される奥の深い競技であります。いまだ囲碁を打っておりますのは、勝敗よ

りも脳細胞の劣化を何とか押しとどめたいという妄想に取りつかれての事であります。囲碁を本格的に習お

うと考えたのは、65 歳の時、奥島さんから『永楽倶楽部』へ半強制的に押し込められたことから始まりまし

た。当時この倶楽部では囲碁が盛んで、高段者の方々にしごかれましたが、これではだめとさとり、日本棋

院の講座に通うようになり、また、碁の本を読むことになりました。六段に祭り上げられておりますが、な

にしろアマチュアのことですから、いいかげんであります。我が囲碁同好会は青木さんのお骨折りにより、

毎月一回、諏訪町の社会福祉センターで開いております。残念なことに老齢化によって打ち手が少なくなり

ました。有難いことに、町田さん、杉本さん等々参加していただいております。碁に興味をお持ちの方参加

してくださいませんか。会費は無料です。また、初めての方には福田さんが懇切丁寧に指導してくださって

おられます」 

世話人：青木 淳 

1 月 31 日第 86 回  参加者 6 名(敬称略)： 赤荻(元会員夫人)・上(素) 

・田代・三宅・大森夫妻。1 月 25 日の新年を祝う会に有志による色紙を展示しました。自画

自讃になりますが気魄籠る一文字“人”（三宅氏）、“想”（市川彰夫人）の他、楷、行、草

と変化に富んだ書が並びました。 

新年初の会は 6 名が参加され、作品をお返ししましたが 

作品についての留意点等を各々に田代氏からアドバイス 

いただきました。3 ヵ月に及ぶ作品の書き上げ努力により 

本日の臨書でも筆使いに少し変わったように見受けます。 

出品を終えると自身少し上達したように思いますが、多分 

皆同じ思いを味わったのではと喜んでおります。 

＊第 88 回開催日 3 月 30 日(日)  ＊第 89 回開催日 4 月 30 日(水) 

世話人：大森 平八郎 

○開催日：毎月末日。 
但し、公民館は月曜日が休館の為、 
月末が月曜日の時は前日(日曜日） 

○開催時間：午後 3 時 40 分～5時 
○開催場所：萩山公民館 
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昨年 11 月 5 日に実施した「秋まき草花の苗の交換会」で持ち帰られた苗の様子はいかがでし
ょうか。今年の冬は雨や雪が少なく、湿度の低い乾燥した日々が続いています。寒さを乗り越え
た苗のこれからの開花が楽しみという方も多いと思います。1 月 25 日の「新年を祝う会」で園
芸の会の PＲをさせていただきました。興味を持ってご覧になった会員もいたようです。下記に
て「春まき草花の苗の交換会」を行います。新たに参加される会員の方、上記世話人宛連絡くだ
さい。 

春まき草花の苗の交換会 
＊日 時 ： 5月 7日（水） 14:00～15:30 
＊場 所 ： 市民センター第 5会議室 

世話人：當間 昭治 

カラオケルームへ復帰後第 1 回、2 回例会 

カラオケルームへ復帰後第 1 回例会を 1 月 27 日月曜 14:00～17:00、「カラオケ Ban Ban 久米川店」
で新年会も兼ね開催しました。参加者は女性 4 名、男性 10 名、計 14 名。7 名ごと 2 部屋、途中でメ
ンバーを入替え、持込んだビール、酒に昭和歌謡、軍歌、英語、イタリア語の唄も交じりました。 

滝川：知床旅情、赤いハンカチ、時の流れに身をまかせ、今日でお別れ。髙橋（文）：やさしさに包
まれて、広い川の岸辺、白いブランコ、星に願いを。上町：私はピアノ。定方：償い、Winter Song、 

駅、ブルーライトヨコハマ。髙橋（正）：硝子のジ
ョニー、山小屋の灯、浪曲子守唄、想い出迷子、 
オーソレミオ（イタリア語）。田口：ラバウル小唄、
湯の町エレジー、憧れのハワイ航路、誕生日。石塚：
北国の春、神田川、津軽海峡冬景色、恋の町札幌、
北の旅人。守屋：浪花恋しぐれ、河内おとこ節、 
長崎は今日も雨だった、北酒場、逢わずに愛して。
滝来（洋）：北国へ、いのちの歌、Taxi、身も心も、
雨の御堂筋。大内：夜霧の第二国道、喝采、北国の
春、I left my heart、心のこり、黄昏のビギン。田邉：
旅人よ、青春時代、昔の名前で出ています。平井：
瞬き、夢芝居、Amazing Life、空になる。山森：小樽
の人よ、また逢う日まで、東京砂漠、長い夜。黒田：
酒と泪と男と女、風雪ながれ旅、海峡、津軽のふる
さと。 

第 2 回例会を 2 月 10 日月曜 14:00～18:00、 
「カラオケ Ban Ban 久米川店」で開催しました。 
参加者は男性 8 名、一部屋で、持込んだビールでカラオケ 3 時間、無料のソフトクリーム、温かいコーヒーで雑談
1 時間。日本の電柱の地下埋設には埋設費用だけでなく地震対策費用もかさむ。地震の無い欧米都市とは異なる。
欧米人、中国人、インド人は堂々と意見を開陳するが日本人は多くは居ない、意見を言えないと尊敬されない事を
教育すべき。海外の学校ではある課題（例、人工中絶）を二つのチームに分けて議論させ、理論的に話す訓練。日
本でも導入すべき等。 

髙橋（正）：昔の名前で出ています、ついて来るかい、北帰行、二人の世界、誰か夢なき、離別。田口：あこがれの
ハワイ航路、新宿慕情、北国の空は燃えている。石塚：奥飛騨慕情、北国の春、神田川、長崎は今日も雨だった、
夢芝居、川の流れのように。滝来（洋）：雨の御堂筋、津軽海峡冬景色、青春時代、みちのくひとり旅、冬が来る前
に、いのちの理由。大内：夜霧の第二国道、心のこり、北酒場、わが良き友よ、リバーサイドホテル、黄昏のビギ
ン。田邉：たそがれの銀座、柳瀬ブルース、中の島ブルース、これが青春だ、落陽、銀河のロマンス。平井：釧路
の夜、新潟ブルース、ラブイズオーバー、遠い世界に、昴、春夏秋冬。黒田：時代おくれ、津軽平野、石狩挽歌、
カスバの女、愛の終着駅、河内おとこ節。 

次回は 3 月 10 日（月）、4月 28 日（月）いずれも 14:00～17:00、「カラオケ Ban Ban 久米川店」。 
次回から田邉さんがカラオケ世話人に参加します。 

（黒田 祐司 記） 

世話人：黒田 祐司  
髙橋 文子 
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同志社大学との野球復活定期戦 

第１２戦 今年は京都（滋賀）で 

早稲田大学野球部初代部長の安部磯雄先生が、同志社大学講師から早稲田大学教授に転任さ
れたことを記念して実施されていた野球定期戦が、2014（平成 26）年 3月に 37 年ぶりに東伏見
の安部球場で復活しました。そしてその後は、毎年東京と京都で交互に開催されてきました。 

2019（平成 31）年 3 月に開催した復活後第 6 戦を最後に、コロナの影響を受け中止が続いていましたが、一昨
年 2023（令和 5）年に 4年振りに第 10 戦として京都(滋賀)で開催。引き分けでした。そして昨年の東伏見での 
11 戦は、2 対 1 で早稲田の勝利。復活定期戦の対戦成績は、早稲田の 5 勝 2 敗 1引き分けとなっています。 
今年は、3 月 23 日（日）午後 1 時より、近江八幡市立運動公園野球場で開催されます（試合当日は「JR 近江八幡

駅」からシャトルバスを運行予定）。当日は現地の校友会の方々が多く集結されますが、関東からの応援も強く望ん
でいます。皆様、お誘い合わせ、観光も兼ねて予定されたら如何でしょうか。 
ワセスポ応援の会が参加者の取りまとめをすることはありませんが、ご検討のほどよろしくお願いいたします。

一般公開の試合ですので、予約等の必要もありません。これに勝利して、春季リーグ戦への弾みとなることを願っ
ています。                                                                     （小森 敏孝 記） 

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 

第９４回(25 年)早慶レガッタ応援 

隅田川で｢４月１３日(日)｣(少雨決行) 

昨年の好評につき今年も特別企画を立てて、レガッタの応援を実施します。昨年は、隅田川七福神めぐりして、
第二エイト、対校エイトの応援をしました。本年は、下記の特別企画を検討しています。この中から皆さんの意見
を聞きながら、特に①の実施可能性、再実施②のさらなる内容充実等を検討し、3月 20 日迄に詳細内容をメールや
HP を使って報告し、皆さんの応援を募りたいと思います。 
早慶レガッタは世界三大レガッタと称され、数々の話題を提供するボートレースです。昨年は 1/4 艇身わずか 

1 秒差の接戦を制し、一昨年の 4 挺身差の大敗のリベンジを果たしました。これで、早大 49 勝 42 敗同着 1 となっ
た。 
特別企画案の概要 
①東村山のカラオケ店で YouTube の配信（10：30～16：00）を受け、昼食を取りながら、女子対校エイト、第二
エイト、対校エイト(メインレース)を応援する。1、2 時間のレースの合間にはカラオケをして楽しむ。 

②今年 NHKの大河ドラマ『べらぼう～蔦重栄華乃夢噺』は、江戸時代の版元で浮世絵師の喜多川歌麿や葛飾北
斎を世に出した蔦屋重三郎の生涯を描く笑いと涙と謎に満ちた“痛快”エンターテインメントドラマです。
ドラマの舞台は江戸時代の浅草吉原です。吉原のウオーキングは、実は 4 年程前に行いました。今回はドラ
マを参考にしながら、見どころを中心とした充実したスケジュールに挑戦したいと思います。 

（富澤 文雄 記） 

 With 特別企画 

世話人：小森 敏孝 
富澤 文雄 
田邉 正史 

令和７年第 1 回女子会のお知らせ 

春のお訪れが待ちどうしい時になりました。 
令和 7 年第 1 回女子懇親会を開催致します。皆様ご出席ください。 

記 
日 時 ： 5月 22 日（木） 11:00～15:00  出入り自由 
場 所 ： マーケットテラス  所沢の野菜を使ったビュッフェ。所沢駅直結 
会 費 ： 2,400 円、（60 歳以上の方は 2,100 円） 

ランチと気軽なおしゃべりを楽しみながら交流しましょう。 

尚、女子会の方には、企画して下さいました小林裕子さんよりご出欠のお問い合わせラインメールをお届けし
ます。ご家族の方のご参加も大歓迎です。ご参加いただける方は, 「お問い合わせフォーム」から、上記世話
人までご連絡ください。  
参加締め切り日は、4 月 22 日（火）です。 

（滝川 桜子 記） 

世話人：上町 弓子 
滝川 桜子 
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頑張れ 早稲田スポーツ 

大林忠正（平成元年教育。青葉町在住） 

はじめまして、昨年入会した大林です。6 歳の時から東村山に住んでいます。青

葉小、五中、保谷高校から早稲田大学へ、今はもう無くなってしまった教育学科体

育学専修で 4 年間学び（？）ました。入学してまず驚いたのは、スポーツ特別推薦

の制度が始まって 2 年目ということもあり、同じクラスに甲子園の優勝投手や高

校ラグビー全国大会優勝高のキャプテンがいたこと、各種競技の日本代表選手も

いました。 

今思うと当時はまだ J リーグすらなく、日本ではスポーツ競技のプロ化が遅れて

おり、野球を除くとアマチュアスポーツが日本のスポーツ界を牽引していた時代

でした。そんな中、学生スポーツのレベルも高く、中でも早稲田には優秀な選手が

集まりました。 

私はというと、体育の先生になって将来部活の顧問ができたらという程度で入学したのですが、人員不足に

悩むホッケー部のクラスメイトに誘われ、4 年間部活漬けの学生生活を送りました。当時のホッケー部は、全

日本代表選手が数名いる 1 部リーグで上位を狙えるチームでしたが、部員が少なく私が 2 年の時には 11 名で

争う競技にもかかわらず、部員 12 名という時期もありました。部員の構成は半分が特別推薦の全日本代表レ

ベル、1/4 が体育学専修の初心者、1/4 が早稲田高等学院のホッケー部出身者でしたが、2 年の時に関東 1 部

リーグ優勝、3 年の時には学生チームながら 19 年ぶりに日本一となり卒業式で小野梓賞を受賞することもで

きました。同じ年度にラグビー部も 22 年ぶりに日本一、他の競技でも早稲田の学生が活躍する度に、伝統校

復活と取り上げられました。 

今はプロ化が進み日本のスポーツレベルも上がりましたが、古き良きアマチュアスポーツ全盛の時代でし

た。 

新入会員からのご挨拶 

高林 龍（昭和 51 年法。恩多町在住） 

私は小学校 3 年のときに当時まだ市ではなく北多摩郡東村山町大岱と呼ばれて

いた現在地に引っ越してきて、設立間もなかった大岱小学校を卒業し、第三中学校

を卒業しておりますし、大学も早稲田ですから、合算すると随分と長いこと東村山

に住んでいます。その間、父も私も転勤族であったため、子供の頃から転勤で南は

那覇から北は旭川までと全国を渡り歩いておりますが、東村山は私の故郷といっ

てもよい土地です。 

引越しが多かったこともあり、鉄道が好きで、乗り鉄を自称しており、昨年 12

月も格安切符を使って 5 日間東北方面を、東京⇒青森⇒秋田⇒新潟⇒郡山⇒水戸

⇒仙台⇒山形⇒東京と、極力新幹線は使わずに、五能線、只見線とか水群線とか 

のローカル線を虱潰しに乗ってきました。米国に 3 年間住んでいた際も、米国のアムトラックでワシントン

D.C.から西海岸まで北路線、中間路線 2 つ、南路線で大陸横断をしましたが、列車ならば何時間乗っていて

も飽きることがないという特殊な能力を持っています。また、妻の実家が屋久島であることもあり、夫婦と

もに山登り（ハイキング）が好きで、宮之浦岳はもちろん、北アルプスなどに毎夏行き、冬山は登りません

が、蔵王や磐梯山などでスキーをするのも大好きです。とはいえ夫婦ともに 70 歳を超えたため、いつまで山

登りやスキーができるのか気になりますが、気分だけは若いので、東村山稲門会ではテニスなどもお仲間に

入れて貰えればと思っています。 

今年の 3 月まで一応務めておりますが、4 月から時間に余裕ができる予定なので、これまでの仕事上のし

がらみを離れ、ひとりの稲門同窓生として、皆さんと楽しく活動できればと思っていますので、よろしくお

願いします。 
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○分断の時代です。お前はどちらの味方なのかと問われる場面が多くなってきていますが、

何らかの意見はありますが、誰の敵でも味方でもありません。ある事柄に対する意見が人

そのものよりも重要だということはないですよね。       （伊藤 栄 記） 

次号の締め切りは 3 月 20 日（木）です。皆様の投稿をお待ちしています。 

 
ホームページ 
カレンダー 

☛ 

日 曜 時  間 場　所 日 曜 時  間 場　所

－ － － － － － － －

－ － － － － － － － 阿部茂

1 土 9:00～13:00 前川公園Ａ 2 水 9:00～13:00 運動公園Ｃ

3 月 9:00～13:00 運動公園Ｄ 5 土 9:00～11:00 前川公園Ｃ

7 金 9:00～13:00 運動公園Ｄ→Ｃ 7 月 9:00～13:00 運動公園Ｃ→Ｄ

12 水 9:00～13:00 運動公園Ｃ 11 金 9:00～13:00 運動公園Ｃ

15 土 9:00～13:00 前川公園Ａ 13 日 9:00～13:00 前川公園Ｃ

23 水 9:00～13:00 運動公園Ｄ

4 火 12:30～16:30 社会福祉センター 第１会議室 3 木 12:30～16:30 社会福祉センター第１会議室 青木淳

10 月 14:00～17:00 カラオケBanBan 28 月 14:00～17:00 カラオケBanBan 黒　田

－ － － － － － － － 當　間

9 日 12:30～18:30 サロン「園」 － － － － 工　藤

　 － － － － 髙橋(文)

－ － － － 24 木 13:00～16:00 社会福祉センター 副　島

13 木 8:56イン 西武園ゴルフ場 － － － － 紅松 喬

－ － － － － － － － 山　本

－ － － － － － － － 滝　川

早稲田スポーツ
を応援する会

ﾚｶﾞｯﾀ － － － － 13 日 ＊ ＊ 小　森

30 日 15:40～17:00 萩山公民館 30 水 15:40～17:00 萩山公民館 大　森

－ － － － － － － 小　菅

29 土 11:30～14:00 狭山公園･風の広場 － － － －

－ － － － 12 土 13:00～15:00 隠厨中国菜館/久米川駅南口 小野(浩)

－ － － － 19 土 14:00～16:00 サンパルネ･ホール 黒　田

お誕生会(1月～4月生)

市民雑学講座

ゴルフ同好会

ウオ―キングの会

吉田(劭)

19水,23日,29土。詳細はHPカレンダー参照

カラオケ同好会

園 芸 の 会

麻雀 同好会

音楽 同好会

俳句 同好会

郷土史の会

テニス同好会

囲碁 同好会

お花見会

    　　　　　　　同好会･イベント　短期予定表 ―：対象月に開催予定無し、＊：ニュース編集時点で未定。

3月 4月 世 話 人
（問合せ先）

同好会・行事

パソコン同好会

グロ－バルサロン英語の会

女  子  会

書 道 同 好 会


